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研究成果の概要（和文）： 
過去 3年間、人的資源に関係した合併と買収について研究した。ディスカッションペーパーを
数本すでに書き上げており、その内、国際的な雑誌に投稿し、間もなく発行される予定のもの
もある。また、これらのディスカッションペーパーの内容はすでにいくつかの国際学会で報告
済みである。2013 年においては、大阪とドイツ（ゲッティンゲン、ハンブルグ、カッセル、チ
ービンゲン等）、トルコ（イスタンブール）とスウェーデン（ストックホルム）などで報告する
予定である。 
本研究において主としている調査は、TUV・SUDとZACTAの合併と買収に関する研究調査である。
すでに 2回調査を行った。調査の内容は従業員の満足と新しい会社に対する同一化についてで
あった。また、買収する企業についても調査を行った。結果としては、買収された企業の従業
員は買収後、満足を感じていたが買収を行った企業はコミュニケーションの問題が発生してい
ると感じていた。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The last three years, I researched about Mergers and Acquisitions (M&A) connected to human resources. I published 
already several discussion papers in this area here at RIEB Institute, which are sent already to international 
journals to be published soon. These discussion papers were presented already at several conferences around 
the world. Also, this year in 2013, presentations are planned to be given in Japan (in Osaka), in Germany (in 
Goettingen, Hamburg, Kassel, Tuebingen etc), in Turkey (Istanbul) and in Sweden (Stockholm) and in many other 
places too.  
One of my main researches is based on a firm study of TUV SUD which overtook the Japanese firm ZACTA Technologies. 
I investigated two times already how employees feel to be overtaken, that means how satisfied employees feel 
and how strongly they identify with their new firm. Besides, I also investigate the bidder firm in Japan. The 
finding shows that target firm employees feel more satisfied after the acquisition but the employees at the 
bidder firm in Japan, TUV SUD employees report about communication problems. They do not feel they received 
enough and timely information about the acquisition.  
Besides several publications, I organized several workshops and seminars in that field.  
I furthermore, studied statistical methods in 2011 in Colchester, Great Britain and in 2012 in Ann Arbor, USA. 
I used these statistical skills already for a recent paper about investments to Japan and how Japanese target 
firms receive the foreign impact. 
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あるが、合併・買収市場は拡大しており、ま

た海外企業による日本企業の合併・買収も増

加している。しかし、このことについて経営

学的なアプローチでは十分な研究がなされ

ていない。 

本研究は企業の人的資源問題に特化し、ド

イツ、イギリス、アメリカによって合併・買

収された日本企業を調査、比較及び分析する。

その過程において、買収・合併企業と被買

収・合併企業の双方の目的、合併・買収企業

の国籍の違いが与える人的資源問題への影

響を明らかにし、日本の合併・買収市場及び

対内直接投資の更なる規模拡大のための示

唆を提供したいと考えている。 

 

２． 研究の目的 

 

この研究の目的は、日本における外国企業

の合併・買収のターゲットについてそれぞれ

の国における特徴や各買収企業の従業員の

意見を調査することである。研究対象として、

イギリス、ドイツ、アメリカに注目したい。

それぞれの国における買収企業の統計デー

タを見たとき、違いはどこにあるかを検証す

る。 

また、海外での調査をすすめる一方で、日

本の買収企業とその従業員に焦点を当てて

みる計画だ。買収された企業の従業員にイン

タビューやアンケートを実施し、企業が買収

された後、従業員達はどのように感じている

のかという質問等から、研究をすすめる。 

 

３． 研究の方法 

 

 上記で示した研究目的を達成するために、

初年度はまず、雑誌データから日本企業に対

する国際的な M&A に関するものを選び出し、

合併・買収に関する抽出標本を作成した。 

 次に、海外企業（特にドイツ、イギリス、

アメリカ）に買収された日本企業における人

的資源問題の現状を知るために、実際に日本

の企業を訪問し、現地調査を行った。被買収

企業の経営者及び従業員に対し、彼らの M&A

や買収企業に対する意見、不安、考えなどを

インタビュー形式で調査した。その際は、彼

らの考えに、買収を行った企業の国籍の違い

が影響しているのかに注目し，その結果得ら

れたデータを基に、その他の被買収企業や、

買収を行った海外企業本部を対象にしたア

ンケートを作成した。 

 2 年度目は企業のデータを集めた。また、

統計に関するスキルを向上させることも視

野にいれていた。特に、“structural equation 

modeling（構造方程式モデル）” と呼ばれる

技術については 4週間イギリスの Essex 

School of Statistics で学び、それを基に、

統計に関する研究をおこなった。そしてその

後、日本国内の企業にインタビューを実施し

た。昨年度は、製薬企業のみを調べたが、他

産業へのインタビューもおこなった。 

 昨年度と同じようにまた、この研究につい

て国内外問わず、様々な学会にて発表をおこ

なった。 “Association of Japanese Business 

Studies (AJBS)” というものなどである。

上記以外にも様々な学会での発表、論文執筆

をおこなった。 

神戸大学の鈴木先生は 2007 年までの MARR

データベースから合併・買収企業に関する研

究を行った。鈴木先生は上記の研究において、

各国の企業の違いはどこにあるかを調べた。 

 最終年度は 2か月間、アメリカのミシガ

ン大学で統計を勉強した。買収された企業の

従業員に対して，買収についてどう考えてい

るかについてアンケート調査を行い，その後

アメリカの滞在期間中に学会で複数回報告

をおこなった。 

 

４． 研究成果 

 

この研究は合併と買収及びターゲット従

業員について行った。近年、合併と買収のケ

ースが増えている。特に 1999 年からは財務

的な買収が急激に増加した。企業が戦略的・

財務的に買収されたとき、企業の従業員への

影響はどのようなものかについて、あるいは

従業員の考えかたはどのように変わったか

についてさまざまな調査を行った。その結果、 

従業員は成功する買収のため大切な要素で

あるとわかる。この研究は他の日本の合併と

買収と人的資源管理について研究する人た

ちにとって役立つと思われる。 
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